
福岡町芸術文化協会30年の歩み
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福岡町芸術文化協会設立総会

会長蓑　憲作、副会長田畑唆一・尾畑賢順、事務局長室田義夫
23団体、5個人、約450人

福岡町芸術文化協会規約施行

第15回福岡町産業文化祭

芸術展の部（福岡小学校2F5教皇）11部門255点、出品者数181人

芸能発表の部（農村環境改善センター）8部門、24曲発表

昭和58年度総会

福岡町芸術文化協会表彰規程（芸文匠・士の称号）6月10日から実施

加盟国体育成補助要項内規を定める

佐伯菊壮画伯回顧展開催（農村環境改善センター2階）
第16回福岡町産業文化祭
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青木喜作・窪谷新顕・鳥山雄示・久田鉄也・宮尾十三重殿等に
芸文匠・士の称号の贈呈式

芸術展の部（福岡小学校2F5教室）

芸能発表の部（農村環境改善センター）

光徳寺研修見学　参加者50名

瑞龍寺見学　参加者50名

昭和59年度総会

福岡町合併30周年記念「小さな町の展覧会」を共催

小さな町の展覧会① 

印象三派から現代までのイセコレクション。第1会場は山王のイセ美術館、第2会場 
は国道沿いのヒヨコのイセ本社2階。世界の名画56点余り、併せてアールヌーボの硝子 

器数十点を並べた全国的な展覧会であった。企画運営はサロンドプチロゼ。後援が文化 
庁、フランス大使館、NHK、読売新聞社と富山県、富山県教育委員会の大物が控えた。 
主催が町の合併30周年記念という事で、福岡町教育委員会、福岡町芸術文化協会と名を 

連ねた。文化庁長官やフランス大使館職員の来福もあった。読売新聞は全国版で報道を 

続けた。NHKもKNBも取材、放送した。観衆が全国から集まった。イセ個人の美術 
館は収容人数が限られていた。感激した観衆が一作ごとに立ち止まって動こうともしな 
い。入場を待つ人の列が200mも続いた。小さな福岡町は一躍有名になった。（S59．9） 

室田義夫氏の手記より 

・「景岸焼と一光焼の展覧会」共催

景岸焼と一光焼展 

素晴らしい宝物の数々を、私如き者に託して下さるお心が、涙の出る程にうれしく、 
意気に感じて世話をさせて戴いた。硝子戸棚10基を用意し、併せて75点を並べ、倒れ 
ないように水糸で縛った。特にポスターを吟味した。北日本新聞の夕刊に報道が続いて、 
近郷の愛好者が集まった。無傷のままでお返しするまで気の張る展覧会であった。 

（S59．10．6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室田義夫氏の手記より 

第17回福岡町産業文化祭

芸術祭の部（福岡小学校2F5教室）

芸能祭の部（農村環境改善センター3階）

アルモ二コ弦楽四重奏コンサート開催

昭和60年度総会

景岸焼窯跡碑建立

第18回福岡町産業文化祭

芸術祭の部（福岡小学校2F5教室）

芸能祭の部（農村環境改善センター3階）

第1回ふくおか絵画展

昭和61年度総会

ふくおか絵画展 

大きな絵画展のほかに、町民が描く展 
覧会がはしかった。出品を承諾して下さ 
った10人の方の絵を掲げて、「第1回ふく 

おか絵画展」を改善センター2階で開催 

した。第3回は「ふくおか絵画13人展」 
の開催となり、64年度には「第4回ふく 

おか絵画展併佐伯菊荘色紙小展」を持つ 

事ができ、次第に定着を見せ「町展」へ 
の道が近づいた感じを持った。 

室田義夫氏の手記より 

ピアノ三重奏の夕べ「ダルマトリオ演奏会」を共催



昭

・■

辛

9月

11月2～3日

11月2日

62年3月

3月21～22日

5月21日

6月

11月3～4日

11月3日

63年3月1日

3月19～21日

6月

11月2′〉3日

11月2日

元年3月18～21日

5月

11月

2年　3月18～21日

5月

11月

3年　3月21～24日

5月24日

11月1～3日

11月15日

4年　3月20～22日

5月19日

9月18日

11月2～3日

5年　3月20～21日

5月11日

5月29日

11月3日

6年　2月22日

3月20～21日

6月6日

11月3日

・富山県立近代美術館移動美術館福岡展

富山県立近代美術館移動美術館福岡展 

町では教育委員会と芸術文化協会とプチロゼが世話をした。役場3階ホールと隣の1 
室をこれに当てた。会場を引き受けたが、近代美術館から運んでくる絵画を掛けるバネ 
ルの手持ちがなかった。井波町の福祉会館に揃っている事を知っていた私は気楽にトラ 

ックで井波町へ走ったが傷付いた古い物しか借りる事が出来なかった。不足分を小矢部 
市の統合会館の好意に甘えた。みじめさを知った。以後芸文協の備品の必要性を感じて 

毎年の経費の中からパネルと色紙額縁の購入を計る事にした。 
移動美術館の展示点数は44点、会場設定は近代美術館が担当してくれた。美術館長 

がわざわざ開会式に参加、式後講話も戴いた。　　　　　　　　　　　　　　（S61．9） 
室田義夫氏の手記より 

「秋風とエレクトーン演奏会」

第19回福岡町産業文化祭

芸術祭の部（福岡小学校2F5教皇）

芸能祭の部（農村環境改善センター3階）

福岡中学校ブラスバンドをまねき野外演奏会
第2回ふくおか絵画展
辻内佐和子草木染め展

昭和62年度総会

第20回福岡町産業文化祭

芸術祭の部（福岡小学校2F5教皇）
芸能祭の部（農村環境改善センター3階）

春の芸文コンサート「電子オルガンの夕べ」

第3回ふくおか絵画展
昭和63年度総会

第21回福岡町産業文化祭
芸術祭の部（福岡小学校2F5教皇）

芸能祭の部（農村環境改善センター3階）

第4回ふくおか絵画展

平成元年度総会

第22回福岡町文化祭「芸術祭」「芸能祭」

第5回ふくおか絵画展
平成2年度総会
第23回福岡町文化祭「芸術祭」「芸能祭」

第6回ふくおか絵画展
平成3年度総会
第24回福岡町文化祭「芸術祭」「芸能祭」
映画「息子」の上映

第7回ふくおか絵画展
平成4年度総会
福岡町写真倶楽部結成
第25回福岡町文化祭「芸術祭」「芸能祭」

第8回ふくおか絵画展
平成5年度総会　新役員就任

草木染め展 

辻内佐和子さんの草木染めを見せて戴 
いた。着物・屏風・衝立・のれん・ネク 

タイ等の種別や、その点数など、会場予 
定の改善センターの2階にピタリくるよ 
うで「是非に」と、お願いして開催の運 
びとなった。陳列の為の衣紋掛け、帯掛 

台、之等を載せる白布台等の準備に夢中 
になった。お姑さんも喜ばれて、自ら生 

けた花の鉢を添えて下さった。それは優 
しいきれいな展覧会になった。 

（S62．5．21）　　　　室田義夫氏の手記より 

小さな町の展覧会（卦

秋の空は晴天が続かなかった。
或日の午後から雨の気配が強まった

曇った空を見ながら駐車場整理に、も
たもた走り回っている私に、不意に列
の中から
「おい、雨が近いぞ、急に大きい奴が

きたらどうするんだ、こんなに沢山の
人を集めておいて何か考えてあるのだ
ろうな。」と言われて、やっと予想も
していなかった大きな危倶が迫ってい
るのに気がついた。

「ど

絶対に
う

言

しようもありません。」とは
えなかった。

「神様！仏様！雨を落とさないでく

ださい。」と繰り返し唱えながら、近
所の家へ雨やどりの協力を、お願いに
走り回った。学校・農協から、天幕を
借り出した。（建てる場所もないのに）
やっぱり神仏はいた。雨はこなかった。

人影がなくなって会場のあちこちを
歩いた。縮まっていた体のすみずみへ
やわらかい新しい風が、惨み込んでき
た。お陰様を強く感じた。（室田義夫）

会長上野　徹　　副会長中山法遂・伊勢幸子

創立10周年記念事業「室内架の夕べ」を開催
第26回福岡町文化祭「芸術祭」「芸能祭」

ブルーリボン監督賞受賞の滝田洋二郎氏にお祝状を贈る

第9回ふくおか絵画展
平成6年度総会
第27回福岡町文化祭「芸術祭」「芸能祭」

紺匝


